
1 

 

浜松市議会行財政改革・大都市制度調査特別委員会会議録（抜粋） 

 

開催日時 

令和２年12月22日（火）午後１時30分開議 

 

開催場所 

第１委員会室 

 

会議に付した案件 

１ 協議の優先順位について 

 

13:30 

１ 協議の優先順位について 

 

◎結論 

 協議の優先順位について協議し、１番目としてスケジュールに関すること、２番目として区割り案、

区の数に関すること、同列３番目として市民サービスに関すること及び住民自治に関すること、４番目

として区長権限に関すること、５番目として議員定数に関することの順位で今後の協議を進めていくこ

とと決定しました。 

 

◎発言内容 

○髙林修委員長 それでは、協議の優先順位について協議を行います。 

 一応念のためなのですが、優先という言葉に誤解があってはいけないので申し上げますが、委員会で

決めた６つの協議事項のどれが一番最重要かという意味ではなくて、あくまで協議を進める上で順位づ

けをするということですので、よろしくお願いします。 

 本日の委員会に先立ちまして、委員の皆様に協議の優先順位について各会派で御意見を取りまとめて

いただくようお願いをさせていただきました。各会派の御意見につきましては、お手元に配付した資料

のとおりでございます。資料はＡ４の横になりますけれども、協議の優先順位会派意見一覧というもの

があります。その後に各会派の協議の優先順位が１枚ずつありますので、御覧ください。 

 それでは、まず各会派から順位づけの理由について御説明をお願いします。 

○鈴木育男委員 自由民主党浜松は理由と申しましても、ここに出ているとおりでございまして、ま

ずスケジュールに関することを一番先にやっていくということです。要するにここにあります条例の制

定時期とか、そういったことをしっかりとスケジュール感を持った中で、まずそれを一番先の優先順位

にしたいということです。 

 それから、２番目として、区割り案、区の数に関することということでございまして、これは今後協

議をしていく中で、ある程度のそうした数が出ているということの中からいろいろな協議ができていく

のではないかと、そういうことが一番の要因でございます。 

 その次に、市民サービスに関すること、それから住民自治に関すること、基本的には大体これは同じ

順位になってくると思います。１、２がしっかりとした中で、この市民サービス、住民自治ということ
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を交えながら協議が深まっていくというふうに思います。 

 それから、あとはそれに伴って区長権限、それから議員定数、これはいろいろ意見があると思います

けれども、ここに出ている中ではそういう順番づけをいたしました。 

○岩田邦泰委員 市民クラブとしましては、まずに住民自治に関することというところで１番をつけ

させていただいておりますが、米印にありますように、ただし、概要までということで、大筋のベクト

ルみたいなものが決まったほうがいいのではないのかということで書かせていただきます。 

 詳細はたたき台が決まり次第というふうにありますけれども、この２番が区割り案、区の数に関する

ことといった形にさせていただいておりますけれども、これが決まった上で３番としてスケジュールが

いいのではないかなというふうに思っています。 

 それから、市民サービスに関することといったことで４番としていますけれども、このあたりは先ほ

ど住民自治に関することという話をしたときに、詳細はたたき台が決まり次第というふうにありますけ

れども、この市民サービスと住民自治のところは恐らく一緒になって話をすることも詳細のところには

出てくると思うので、実際にはこのあたりで一緒に練っていくのかなというふうに思っています。 

 それから、区長権限に関しては、区の全体像を見つつでいいのかなということで、私のほうは低いで

す。 

 それから、最後に議員定数に関することというふうにありますけれども、議員の数に関しては線が決

まった段階で考えるべきことだというふうに思っています。先に議員の数を何かしらその線引きのほう

に当てはめるのは少し違うというふうに認識しております。 

○関イチロー委員 まず、区割り案、区の数に関することということを１番目の項目としました。と

いいますのは、市民サービス、住民自治、それから区長権限、これらについてはこの区割り、それから

数、これが決まらないと多分議論が先へ進まないのではないかというようなことで、そんな順番にいた

しました。 

 そして、それらをこなしていくことによってスケジュールに関することというのはおのずと決まって

くることでしょうし、議員定数に関することに関しましては、これは一番最後でいいのではないかなと

思います。 

 ただ、市民サービスについては、５点ありますが、その中の１番目の教育とか、最後の公共交通、そ

れから医療関係相談体制、これらのものが区の大きさ、それらによって内容としては入ってくる場合、

入ってこない場合があるのだろうなということを考えております。 

○松下正行委員 公明党としては、１番目に区割り案、区の数に関することということを挙げさせて

いただきました。２つのポツがあって、数字として順番が書いてありますが、これは別にそんなにこだ

わらなくてもいいかなと思いますが、一応順番をということだったので、書かせてもらいました。 

 ２番目にスケジュールということで、ここのスケジュールも本当に大枠です。条例が中心で、条例の

制定、条例の施行、そこが一番重要かなというふうに思っておりますので、必然的にスケジュールも決

まってくるかなというふうに思っております。 

 それから、３番目は、先ほど自由民主党浜松も言われたとおり、市民サービスと住民自治の関わりが

大きいかなということで同列にさせていただきました。 

 そして４番が区長権限、そして５番が議員定数ということで、議員定数もしっかり区の線引きが決ま

って初めて議論に入れるということで、公明党としてはこういう順番にさせていただきました。 

○酒井豊実委員 私どものほうは、順位づけという点では、市民サービスに関することだけに１番と
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記載させていただいてありますが、先ほど委員長が冒頭の挨拶で言われた優先順位とは何事かというふ

うなところの若干のニュアンスの把握の違い等が反映したかなと思っているところであります。そうい

う中でも、市民サービスに関することをなぜ１番にしたのかということでありますが、この間の協議の

経緯説明に私自身も５か所出させていただきましたし、その他のところでも御意見を仄聞している中で、

やはり市民の最大の関心事、注目点というのは市民サービス、住民サービスが一体どうなるのかと。下

がるのではないかというようなことが非常に強く出されていたということが象徴しているように、やは

り市民サービスに関することを幅広い面で丁寧に協議を進めるということが非常に大事だと思っている

ので１番ということにしました。３番目にある住民自治に関することについても、星印で付け足してあ

りますけれども、このことについては特に住民の意見を直接聞くというふうなことを含めて、あるいは

地域づくりＮＰＯの活動にもしっかりと配慮していくというところを併せて、１番、２番つけ難い中で

協議をしていくべきだと思っています。そういう協議の中で深めていけば、おのずと全体の流れが生ま

れてくるだろうと、そういうようなことで出させていただいております。 

○髙林修委員長 ありがとうございました。 

 一通り説明をいただきましたが、各会派の皆さんからの説明に対して質疑のある方はまず御発言をい

ただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○髙林修委員長 それでは、少し考えていただいている間に、もう一度確認をさせてもらいます。 

 自由民主党浜松は、１番目がスケジュールに関すること、それから、２番目が区割り案、区の数に関

すること、それから、３番目はそのほかの４件、市民サービスに関すること、住民自治に関すること、

区長権限に関すること、議員定数に関することが全て同列で３番目ということであります。 

 市民クラブは、１番目に住民自治に関すること、２番目に区割り案、区の数に関すること、３番目が

スケジュールに関すること、４番目が市民サービスに関すること、それから５番目が区長権限に関する

こと、６番目が議員定数に関すること。 

 創造浜松は、１番目に区割り案、区の数に関すること、２番目が市民サービスに関すること、３番目

が区長権限に関すること、４番目が住民自治に関すること、５番目がスケジュールに関すること、そし

て６番目が議員定数に関すること。 

 公明党は、１番目が区割り案、区の数に関すること、２番目がスケジュールに関すること、３番目が

同列で市民サービスに関することと住民自治に関すること、４番目が区長権限に関すること、５番目が

議員定数に関することということです。 

 日本共産党浜松市議団は、最重要課題という意味合いで市民サービスに関することが１番ということ

でよろしいですね。一応確認をいたしました。 

 各会派の説明に対して御発言のある方はいらっしゃいますか。いかがでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○髙林修委員長 では、私からですが、市民クラブ、岩田委員の御発言の中で、住民自治に関するこ

とについては、１番目とは書いてありますけれども、特に１番目とかではなくて、市民サービスに関す

ることと同じでもいいというふうな御発言ですが、よろしいでしょうか。 

○岩田邦泰委員 今お話いただいたところで言うと、住民自治に関することが１番に来ているという

のは、ただ単にベクトルづけをまず一番初めにしたほうがいいのではないかということであって、順位

づけの話で言いますと、別におおよそのベクトルづけがあればいいだけの話かなと思っています。スケ
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ジュールに関することを僕は３番目というふうにしているのですけれども、自由民主党浜松がおっしゃ

るように、これはこれでスケジュールが先に決まってしまっても、その後、別にベクトルを決めるとい

う順番でもいいのかなというふうにも思っていますし、詳細の部分に関しては、この住民自治に関する

ことは、先ほど市民サービスに関することと一緒にやるのだろうという話をさせてもらったと思うので、

基本、これは別に、１番でなくてもいいといえばいいという状態にあります。そうすると、何がという

ことになると、例えば、初めにスケジュールが決まるならそれで構いませんし、結局その後の順番でい

けば、２番以降はそのままでもいいのかなというふうに思っています。 

○髙林修委員長 確認させていただきますが、市民クラブは、スケジュールに関することが１番でも

よくて、住民自治と市民サービスに関することが結果３番目ということでいいですかね。 

○岩田邦泰委員 そうですね。 

○髙林修委員長 すみません、話を進めたいので、公明党なのですが、公明党は区割り案と区の数に

関することが１番で、スケジュールに関することは２番なのですが、ここの順番についてはいかがでし

ょうか。 

○松下正行委員 ざっくり言ってしまうと、全て同時並行でもいいかなというのもあるわけですが、

スケジュールが決まれば明確になるし、そこから区割り案、区の数になって、市民サービスと住民自治

は並列でという考え方でもいいのかなというふうに思いますので、一番最初にスケジュールを決めても

何ら問題ないというふうに思っています。 

○髙林修委員長 そうしますと、１番と２番がひっくり返ってもよろしいでしょうか。 

○松下正行委員 はい。 

○髙林修委員長 すみません、多少誘導的で恐縮なのですが、創造浜松は、スケジュールが５番目に

来ていますが、各会派の御意見を聞いていかがでしょうか。 

○関イチロー委員 スケジュールに関することというのはなかなか決めるのに手間がかかるかなとも

思ったのです。住民自治に関することについては、再三申し上げていますように、区の協議会について

は、区の数が変わりますと当然変更になるわけですけれども、本来この住民自治に関することというの

は区の再編ということとそれほどなじむ話ではないのだろうというところで４番目に持ってきたわけで

す。先ほども申しましたように、１番から４番までをすることによってスケジュールに関することとい

うのが出てくるわけですが、もしそれを優先するのだったら、それはそれで構いません。 

○髙林修委員長 スケジュールに関することを優先するということでもよろしいですか。 

○関イチロー委員 はい。 

○髙林修委員長 これは各会派の意見ということなので、関委員の御発言が創造浜松の御発言という

ことでよろしいですね。 

○関イチロー委員 はい。 

○酒井豊実委員 直接順番ではないですが、住民自治に関することの１行目の最終のところの区役所

の跡活用という文言が改めて気になるわけです。跡、遺跡のようなそんな表現というふうに捉えられて

しまうのですが、跡活用という表現がここにあるということはなじまないという強い印象を持っている

わけですけれども、これはどういう意味合いとして捉えればいいのか。委員長が答えられるのか分かり

ませんが、お願いします。 

○髙林修委員長 そうですね、この跡という言葉は、多少誤解は生じるかとは思いますが、区役所そ

のものの建物は当然存続すると思いますので、その建物をどのように活用していくかという、どのよう
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な組織の中に組み込むかと、そういうことだというふうに思いますけれども。 

○酒井豊実委員 文言、字として、この跡というのがここに明記してあるので、その辺のところは幅

広に柔軟な表現にならないかと思った次第です。 

○髙林修委員長 字句のことに関しましては、ここでももう出してありますので、この跡活用という

ことを変えるというのはなかなか難しいと思いますが、先ほどの私の発言で御理解いただければという

ふうに思っています。区の再編がなされれば、区役所の建物をどのように利活用していくかということ

だというふうに思いますので、よろしいでしょうか。 

○酒井豊実委員 私としては、納得しかねる表現であります。区の問題で、かつての行革審でのやり

取りのことを非常に鮮明に思い出すものですから、これはまずいなということで、同意しかねている点

です。 

○髙林修委員長 御意見は承りますが、すみません、今は協議の優先順位、順番づけをしていますの

で、この住民自治に関することがいずれ協議されるというふうに思いますので、その時点でまた御発言

をいただきたいと思います。 

 それでは、まず私の理解ではスケジュールに関することが１番目、それから区割り案、区の数に関す

ることが２番目ということで、ここまでは決定ということでよろしいでしょうか。御発言がないような

らよろしいということで進めさせていただきますが。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○髙林修委員長 それでは、次の３番目に移りたいのですが、自由民主党浜松が全部並列で３番目で

ありまして、市民クラブが３番目に関しては、同じように市民サービスに関すること、住民自治に関す

ることが同列ということで今のところはよろしいですか。 

○岩田邦泰委員 そうです。 

○髙林修委員長 それで、創造浜松は１番、２番が先ほどのように決定したものですから、そのまま

の流れていくと市民サービスに関することが３番目ということでよろしいでしょうか。 

○関イチロー委員 はい。 

○髙林修委員長 それで、公明党はもともと３番目ということですよね。 

○松下正行委員 はい。 

○髙林修委員長 そうしますと、市民サービスに関することが３番目だということについては、並列

ということは取り除いたとしても、３番目に来るというふうに決めさせていただきたいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○髙林修委員長 それで、先ほど申し上げた自由民主党浜松と公明党が３番目を並列にされています

けれども、ここのところについて質疑のある方はいらっしゃいますか。 

 自由民主党浜松のほうで特にもう一度この３番の並列について御発言が補足でもありましたらおっし

ゃっていただきたいと思いますが。 

○鈴木育男委員 いずれにしろ、スケジュールをしっかり決めた後、それから区の数が、要するにい

ろいろな形があると思うのだけれども、それを決めれば、こうしたことを全部これから協議していく中

で、どうしても市民サービスの提供体制とかレベルの維持向上だとかというのと同時に、こういったこ

とをやったらこういうのはどうなるのか、こういったことはどうなると必ずなってきます。ですから、

結果として一つ一つ独立して協議できるものではないというのがこの考え方なので、いろいろ関連して



 6 

出てくる。あえて言えば区長権限とか議員定数というのは薄い話ですが、でも、そうした中で、例えば

区割りの協議をやるときに、では、区がこうした再編になったときの議員はどうすればいいのだぐらい

のことは頭の中によぎるのではないかというふうにも思いますので、そういった意味で一応同列という

ことで自由民主党浜松は考えております。 

○髙林修委員長 はい、分かりました。 

 それでは、すみません、話を進めさせていただきます。市民サービスに関することは全会派一致で３

番目なのですが、同列ということになりますと、まず公明党も住民自治に関することが同列だというこ

と、それから、先ほどの岩田委員の御発言は、市民クラブも、市民サービスに関すること、住民自治に

関することはほぼ同列というふうに考えてよろしいですか。 

○岩田邦泰委員 はい。 

○髙林修委員長 そうしますと、創造浜松はここのところはいかがでしょうか。区長権限に関するこ

とが先に来ているわけですけれども。 

○関イチロー委員 今スケジュールに関すること、区割り案、区の数に関することということで順番

が決まったわけです。議員定数に関することは一番最後でいいのではないのかと思いますが、それ以外

の３つの項目に関しましては、順番は特に問いません。 

○髙林修委員長 はい、分かりました。 

 そうしますと、先ほど鈴木育男委員の御発言で、区長権限とか議員定数に関することは同列だとおっ

しゃっていますけれども、これは３番目の同列であったとしても、この中で多少順位づけはできますか。 

○鈴木育男委員 話の中で必要があって出てくることがあるという意味での同列だと、そういう意味

です。ですから、別にあえて番号をつける必要はないとは思いますが。 

○岩田邦泰委員 そうしたら、議員定数のところの話も出ているので、そこだけは考え方をお話しさ

せていただくと、市民感情的に言って、区の再編の中で議員の定数だとかを考えながらやるというのは

どうなのかなという部分があって、要は自分たちのことしか考えていないというふうに思われるのはよ

くないのかなというのもあって、全部ルールが決まった後に議員定数の話をしたらどうかということで

６番に持ってきているというのが市民クラブとしての意見ではありますので、よろしくお願いします。 

○髙林修委員長 はい、分かりました。 

 それでは、先ほどの創造浜松の御発言を頂きますと、住民自治に関することもほかの会派と同様に、

同列に３番目ということで理解しましたが、それでよろしいですか。 

○関イチロー委員 はい。 

○髙林修委員長 では、もう一度確認しますが、市民サービスに関すること、住民自治に関すること

については同列の３番目ということで決定させていただきます。 

 先に今の議員定数に関することなのですが、今までの経緯でいきますと、自由民主党浜松以外は一番

最後というふうな判断をされています。鈴木育男委員の御発言も考慮すると、ここのところはあえて一

番最後とは言いませんが、先に市民サービス、それから住民自治に関することを話していく中でという

ことになると思いますので、よろしいですか。 

○鈴木育男委員 一言だけ。議員定数というか、議員の選出というものが地域自治のある意味根幹の

１つだという、それだけは御理解いただく中での議論だというふうに考えていただければと思います。 

○髙林修委員長 はい、分かりました。 

 それでは、住民自治に関することを協議していく中で議員定数の話も出てくるということの御理解の
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上で、議員定数を一応最後ということにさせていただいてよろしいでしょうか。ほかの会派の方はよろ

しいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○髙林修委員長 そうしますと、おのずと区長権限に関することについても、議員定数に関すること

の前の協議事項というふうに判断できるとは思いますが、ここのところはすみません、多少玉虫色の発

言になりますけれども、市民サービスや住民自治に関することの協議の中でどうしても区長権限に関す

ることとか、先ほどおっしゃったように、議員定数に関することが出てくるというふうに思いますので、

それを御理解していただいた上で順位づけをさせていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○髙林修委員長 御異論がなければ決めさせていただきます。 

 それでは、まず、スケジュールに関することが１番目、ここに括弧して区割り案の決定時期とか組織

の再編時期とか条例の制定時期などありますが、まずはスケジュールに関することが１番目の協議事項、

それから、２番目の協議事項は区割り案、区の数に関すること、それから、３番目が同列で市民サービ

スに関すること、住民自治に関すること、それから、４番目が区長権限に関すること、５番目が議員定

数に関することということで、まずはこの委員会では今の順位づけでもって今後の協議を進めていくと

いうことにいたします。日本共産党浜松市議団はもともと順位も書いてありませんので、これは４会派

の総意ということで決定をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 それで、次回の委員会でございますけれども、まず、その１番目の協議事項であるスケジュールに関

することについて協議していきますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、以上で行財政改革・大都市制度調査特別委員会を散会いたします。 

14:00 


